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南牧村の学校教育の課題                   資料１         

 

１．北 小 

（１）学校教育の現状 

◎施設・環境面 

【学校施設として好ましい面】 

・南向きの校舎で日中の日当たりもよく、風当たりも強くない。 

・校庭が芝生であり、厳冬以外は一年を通して野外活動が可能である。 

・校舎の構造がハモニカ型の三階建てであり、教室配置がシンプルで、全体の間取

りが把握しやすい。 

・校庭で活動する子供たちの姿がどの部屋からも見える。 

・行事等では体育館に移動しやすく、外からの対応も容易である。 

・ランチルーム、プールが明るく、開放的である。 

・保健室が南向きで明るく、居心地がよい。 

・視聴覚室、図書室、音楽室、パソコンルームが絨毯張りで直に座ることができ、

使い勝手がよい。 

・校庭以外にも近隣に安全にマラソンをする道路があり便利である。 

・小海分院に三校で一番近い。 

【学校施設として好ましくない面】 

  ・校舎北側に山腹が迫り、廊下が暗く、冬場の寒さがある。 

 ・昇降口を入る児童の姿が見れるのが職員室の小窓だけである。 

 ・2・3階のベランダは、活動の激しい子供には心配である。 

 ・国道から学校に入る交差点が、見通しが悪く危険である。 

 ・低学年には３階まで上がり下りするのが大変。 

【使用可能教室】 

  普通教室６、理科室、音楽室、家庭科室、図書室、保健室、図工室、視聴覚室、

パソコンルームが各１、余裕教室が無い。 

◎運営面 

・放課後、全校で使える自由時間が取れない。 

・スクールバスは中学校との併用であり、登下校の時間設定が難しい。 

・体験型学習の足として、バス運行が不可欠である。 

・コミュニティスクール活動として、地域の皆さんに協力を得ているが、それぞれ 

 の地区を題材とした学習や地域に出かけての学習が少ない。 

・任地居住でない教職員が多く、時間的に臨機応変の学校運営は難しい。 

・１年生は、４月の下校の足の確保が難しい。 

 ・佐久地区居住教員が多い（佐久の文化を理解している） 
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（２）今後予想される課題 

 ・特別支援教室が必要 

 ・児童会の運営 

・体育（ゲーム形式）、運動会など行事の運営（種目、係） 

 ・少ない故の授業運営、多様な意見発表や話し合いができない。 

 ・グループ活動 

 ・ＰＴＡ活動の制約 

 ･教員配置（初任者、独身、若い） 

 

２．南 小 

（１）学校教育の現状 

◎施設・環境面 

【学校施設として好ましい面】 

・校庭が広く、多目的な屋外活動が可能である。 

・職員室から登下校する児童の姿がよく見れ、声掛けがしやすい。 

・多目的スペースがあり、ミニ集会など体育館を使うまでもない活動に使える。 

・玄関から続く廊下で展示スペースとして有効活用ができる。 

・変則的だが２階建てで、児童には安全。 

・図書室が明るく、日当たりがよく最高の環境である。 

【学校施設として好ましくない面】 

・校庭で遊ぶ児童の姿が職員室や教室から全く見えない。 

・教室配置が複雑で全体の把握がしづらい。 

・普通教室棟は、１階建てで地形的に低く、全体的に暗く開放感に乏しい。 

・冬場は強風や寒さにより、屋外での活動が制限される。 

・保健室は、職員室や教室から遠い。 

・冬期間は屋根からのつららや凍結が厳しい。 

【使用可能教室】 

普通教室６、理科室、音楽室、家庭科室、図書室、保健室、図工室、視聴覚室、 

パソコンルームが各１、特別支援教室２であり、余裕教室が無い。 

◎運営面 

・徒歩通学の範囲が広く、通学上の心配がある。 

・スクールバスは中学校との併用であり、登下校の時間設定が難しい。 

・支援学級は２学級あり、支援を要する児童への対応ができている。 

・任地居住の職員が多く、臨機応変の学校運営が可能である。 

・体験型学習の足として、バス運行が不可欠である。 

・晩秋から春先までの長期間、校外活動が制限される。 
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（２）今後予想される課題 

・児童会の運営 

・体育（ゲーム形式）、運動会など行事の運営（種目、係） 

 ・多様な意見発表や話し合いができないなど少ないが故の授業運営 

 ・グループ活動 

 ・ＰＴＡ活動の制約 

 ・教員配置（初任者、独身、若い） 

 

３．中 学 

（１）学校教育の現状 

◎施設・環境面 

【学校施設として好ましい面】 

・山塊に囲まれ日当たりもよく、強風などの心配がない。 

・グランドの排水がよく、雨が上がればすぐに使用できる。 

・ランチルーム、二階建ての体育館の構造が機能的であり、使い勝手がよく明るい。 

【学校施設として好ましくない面】 

・玄関は広いが、職員室から昇降口の生徒の姿がまったく見えない。 

・管理棟は構造が閉鎖的で、会議室に窓が無く圧迫感がある。 

・屋外プールは使用期間が短く、管理が大変である。 

・特別教室棟の廊下は暗く、冬は寒い。 

・駐車場が狭い。 

・周囲の山林の手入れがされず、カラマツの成長により空が狭く、野生動物の出没 

 がある。 

・グランド前の道路が冬期間凍結し危険である。 

・全体的に除雪がしづらい。 

・雨漏りなどの老朽化が激しい。 

【使用可能教室】 

普通教室６、理科室、音楽室、技術科室、被服室、調理室、美術室、図書室、 

保健室、パソコン室、会議室が各１、特別支援教室１であり、余裕教室が無い。 

◎運営面 

・スクールバスの運行に合わせた日課設定が必要になる。 

・生徒の拘束時間が長いが、学校で自由に使える時間が少ない。 

・生徒会や部活動などの休日登校は家庭対応になる。 

（２）今後予想される課題 

・身に着けなければならない知識が多いが解決力が身につかない。 

・教員数の減（1教科 1教師）授業改善ができない。 
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・免許外教科担当を置かざるをえない。 

 ・部活動 

 

○三校共通として 

・小人数の職員数により、職員１人が受け持つ係が多く負担が大きい。 

・子供たちが少ない分、個別指導に手が回り、個々のメリットがある。 

・手が入りすぎて、子ども達と教師の関係が難しくなることがある。 

  ・スクールバスの利用による運動不足、体力が向上しない。 
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参考資料 

学校別決算状況（H18～H26) 

 
 

      
単位：千円 

年

度 
学校 総決算額 人件費 人数等 工事費等 内容 

18 

北小 19,395  5,361  講１、用１     

南小 276,534  8,369  講１、用１ 254,555  体育館改修、プール 

中学 40,158  9,909  講３、用１     

19 

北小 48,022  5,421  講１、用１、支 0.2 28,823  校庭芝生化 

南小 117,120  8,965  講１、用１、支 0.2 95,569  校長室、職員室改修 

中学 35,911  10,041  講３、用１     

20 

北小 18,865  7,036  講１、用１、支 1     

南小 26,970  5,413  講１、用１、支 1 2,697  プール熱交換機 

中学 55,690  12,712  講４、用１ 20,740  プール、渡り廊下 

21 

北小 20,968  6,722  講１、用１、支 1     

南小 25,582  7,047  講１、用１、支２     

中学 40,989  15,988  講４、用１ 1,260  プール更衣室 

22 

北小 22,950  8,590  講１、用１、支３ 2,093  地下タンク、プール 

南小 23,712  7,128  講１、用１、支２ 2,400  体育館照明、放送機 

中学 41,465  16,314  講４、用１     

23 

北小 23,988  7,619  講１、用１、支２ 3,072  トイレ 

南小 34,688  7,753  講１、用１、支２ 9,202  電源、トイレ 

中学 58,880  15,716  講４、用１ 19,901  暖房、外壁 

24 

北小 23,804  8,076  講１、用１、支２ 1,496  電源 

南小 26,558  8,452  講１、用１、支２ 1,793  プールサイド 

中学 40,079  16,471  講４、用１     

25 

北小 28,759  8,351  講１、用１、支２ 4,075  トイレ内壁 

南小 64,067  8,103  講１、用１、支２ 38,431  プール屋根、犬走り 

中学 46,825  15,041  講４、用１ 9,303  プール、体育館屋根 

26 

北小 24,125  8,454  講１、用１、支２     

南小 25,288  8,343  講１、用１、支２     

中学 34,200  12,570  講３、用１     
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27 

北小 23,732  9,293  講１、用１、支２     

南小 23,268  6,829  講１、用１、支２ 691  音響 

中学 42,715  11,424  講３、用１ 14,840  雨漏り修繕 

計 

北小 230,876  65,630    39,559    

南小 620,519  69,573    405,338    

中学 394,197  124,762    66,044    

 
※ 

北小:S56 年工事開始、S５８年二期工事完了（築 33

年）  

  

南小:S58 年工事開始、S５9 年二期工事完了（築 32

年）  

  

中学:S52 年工事開始、S５4 年三期工事完了（築 37

年）  

 

 

佐久管内町村別 

小学校統計 

        
  H16 H27 

町村名 
小学

校数 

学級

数 

児童

数 
人口 

小学

校数 

学級

数 

児童

数 

減少

率 
人口 減少率 

南牧村 2  12  220  3,450  2  14  190  -13.6% 3,055  -11.4% 

川上村 2  17  353  4,892  2  14  180  -49.0% 3,862  -21.1% 

南相木村 1  6  79  1,484  1  6  58  -26.6% 1,027  -30.8% 

北相木村 1  6  69  998  1  6  53  -23.2% 803  -19.5% 

小海町 2  13  329  5,684  1  8  176  -46.5% 4,676  -17.7% 

佐久穂町 4  37  810  13,238  1  19  517  -36.2% 11,355  -14.2% 

御代田町 2  31  868  13,982  2  35  954  9.9% 15,018  7.4% 

軽井沢町 3  39  1,024  16,970  6  95  975  -4.8% 19,605  15.5% 

立科町 1  18  501  8,445  1  16  344  -31.3% 7,296  -13.6% 

※学級数は特別支援学級を含む 

     


